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今回今回今回今回はははは、、、、日清日清日清日清食品食品食品食品ホールディングスホールディングスホールディングスホールディングス株式会社株式会社株式会社株式会社をををを分析分析分析分析してみましょうしてみましょうしてみましょうしてみましょう。。。。日清食品日清食品日清食品日清食品ホールディングスホールディングスホールディングスホールディングス㈱㈱㈱㈱はははは

世界世界世界世界にににに広広広広がったがったがったがった即席即席即席即席めんをめんをめんをめんを生生生生んだことでんだことでんだことでんだことで有名有名有名有名なななな会社会社会社会社ですですですです。。。。恐慌恐慌恐慌恐慌のののの今今今今、、、、廉価廉価廉価廉価なななな即席即席即席即席めんめんめんめんをををを扱扱扱扱うのであれうのであれうのであれうのであれ

ばばばば、、、、成長成長成長成長トレンドでしょうかトレンドでしょうかトレンドでしょうかトレンドでしょうか、、、、それともそれともそれともそれとも？？？？？？？？？？？？？？？？    

日清食品ホールディングス㈱      【総合評価】 【営業効率】 【資本効率】 【生産効率】 【資産効率】 【流動性】 【経常利益増加率】 【安全性】 
 

企業力総合評価は高いレベルを若干の下げトレンドで推移しています。 

営業効率（儲かるか）は 2007 年から 3 期連続下落しています。売上高は増加トレンドですが、利益率

は圧迫されているようです。生産効率、流動性（短期資金繰り状況）は青信号領域を若干の下げトレ

ンド、安全性（長期資金繰り状況）はほぼ天井値を示しています。 

直近 3 期の経常利益増加率は赤信号領域、減少しています。 

営業効率の下位指標を見てみましょう・ 日清食品ホールディングス㈱ 営業効率 単位：％・百万円2004年 2005年 2006年 2007年 2008年 2009年 直近下落率売上高 320,032 316,972 321,700 358,238 385,469 362,057売上高総利益率 49.38% 50.51% 50.82% 51.07% 49.24% 44.12% -5.12%広告宣伝費率 4.42% 4.13% 3.83% 3.47% 3.16% 3.53% 0.89%運賃倉敷保管料率 5.38% 5.52% 5.41% 5.67% 5.73% 5.85% -0.48%拡販費率 22.90% 22.96% 23.25% 24.34% 23.57% 16.38% -7.19%試験研究費率 0.86% 0.85% 0.85% 0.88% 0.89% 0.96% -0.10%売上高営業利益率 7.25% 9.14% 9.94% 9.42% 7.18% 6.51% 0.74%
 

売上高総利益率は、2009 年 5.12％一気に下落しています。その下落を補うかのように拡販費が 7.19％

絞られ、売上高営業利益率の下落は緩やかになりました。拡販費とは、小売店に一定量を一定価格で

購入してもらう見返りとして支出するマージンで、ＵＦＯなどナショナルブランド（ＮＢ）の価格維

持のために支出されます。 

しかし、昨今、小売量販店が安価なプラーベートブレンド（ＰＢ）の即席めんを発売し、低価格競争

に善戦し売上を伸ばしています。これに対抗して日清食品は、オープンプライス商品（ＯＰ）を開発

し、それに対抗したためと考えられます。ＯＰ商品は拡販費も広告宣伝費もかけないため、ブランド

力はありませんが、ＮＢ商品より、安く、ＰＢ商品に対抗できる訳です。 

即席めんと言えば、廉価な食品というイメージですが、消費者は更に安さを求めているのでしょう。 
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ＯＰ商品を扱っていたことで、救われま

した。ＮＢ商品の維持にかなりの苦労を

しているように感じます。 

 

各費用の対売上構成比を見てみましょう。 

試験研究費は安定的に支出されているこ

とが分ります。広告宣伝費が絞られてき

ています。 

 

それにしても同じ製造技術で作られるの

なら、広告宣伝費や拡販費に多くのコス

トをかけるＮＢ商品のより、ＯＰの方を

選んでしまいます。 

食品はこの点で衣料品などと大きく違う

のかも知れません。シャネルのバックを

満足げに持っている人は見ますが、ＵＦ

Ｏやカップヌードルを食べることを自慢

する人はいません。 

 

話は変わりますが、最近、資産家の方か

ら、推奨銘柄を聞かれます。 

株安の現在、長期保有目的で株を買って

おく良いタイミングと判断しておられる

のでしょう。 

日清食品ホールディングス㈱のような、

安全性が高い会社は営業効率をベースに

判断するのがよいでしょう。 

過去 5年間の推移ではタイムラグがあって、営業効率の後追い的な株価の推移を見ることが出来ます。 

株価は業績のみによって決まるわけではありませんが、判断のベースにするには充分なデータと言え

るでしょう。 

    

まとめまとめまとめまとめ    

即席即席即席即席めんはめんはめんはめんは不況期不況期不況期不況期にはにはにはには良良良良くくくく売売売売れれれれ、、、、業績業績業績業績がががが上上上上がっているというがっているというがっているというがっているという単純単純単純単純なななな話話話話でもありませんでもありませんでもありませんでもありません。。。。即席即席即席即席めんのめんのめんのめんの中中中中

でもでもでもでも更更更更にににに安安安安いいいいＯＰＯＰＯＰＯＰ商品群商品群商品群商品群にシフトしにシフトしにシフトしにシフトし、、、、全体的全体的全体的全体的にはにはにはには若干悪化若干悪化若干悪化若干悪化トトトトレンドでしたレンドでしたレンドでしたレンドでした。。。。費目別費目別費目別費目別分析分析分析分析をををを見見見見るるるるとととと、、、、テテテテ

レビレビレビレビ業界業界業界業界（（（（コマーシャルコマーシャルコマーシャルコマーシャル））））やスーパーやスーパーやスーパーやスーパー業界業界業界業界もももも気気気気になってきますになってきますになってきますになってきます。。。。    


